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宝
積
寺

ほ
う
し
ゃ
く
じ

（
宝
寺

た
か
ら
て
ら

） 
山
城
国
（
京
都
府
）
と
摂
津

国（
大
阪
府
）の
境
に
位
置
し
、

古
く
か
ら
交
通
・
軍
事
上
の
要

地
で
あ
っ
た
天
王
山
（270m

）

の
南
側
山
腹
に
あ
り
、
寺
伝
で

は
神
亀
元
年
（724

年
）
、
聖

武
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
行
基
が

建
立
し
た
と
伝
え
る
。 

行
基
は
奈
良
時
代
に
架
橋
、

灌
漑
な
ど
の
社
会
事
業
を
行
い
、

多
く
の
寺
を
建
て
た
僧
で
す
。 

奈
良
時
代
。
天
武
天
皇
の
第

一
皇
子
は
、
夢
に
出
て
き
た
龍

神
か
ら
「
打
出
」
と
「
小
槌
」

を
も
ら
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ

で
左
の
手
の
平
を
叩
け
ば
果
報

が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
。 

そ
れ
か
ら
数
十
日
後
に
、
皇

子
は
天
皇
の
位
を
譲
り
受
け
聖

武
天
皇
と
な
っ
た
。
天
皇
は
行

基
に
命
じ
、
景
勝
地
「
山
崎
」

に
小
槌
を
奉
納
す
る
寺
を
建
立
。 

そ
れ
が
、
宝
寺
と
も
呼
ば
れ

る
「
宝
積
寺
」
だ
そ
う
で
す
。  

山
門
に
前
に
、
タ
ラ
ヨ
ウ
の

木
が
あ
り
、
青
い
落
ち
葉
の
葉

の
裏
に
爪
で
字
を
書
く
と
、
や

が
て
黒
く
浮
き
上
が
る
。 

葉
書
の
木
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、 

郵
便
局
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と

な
っ
て
い
る
。    

陶
板
画 

 

天
王
山
ハ
イ
キ
ン
グ
・
コ
ー

ス
５
ヵ
所
に
６
枚
設
置
し
て
い

ま
す
。 

こ
の
コ
ー
ス
は
「
秀
吉
の
道
」

と
名
付
け
ら
れ
、
天
王
山
合
戦

を
は
じ
め
秀
吉
の
天
下
取
り
の

様
子
を
６
枚
の
陶
板
画
で
説
明

し
て
い
ま
す
。 

三
社
宮 

 

天
照
大
神
、
月
讀
大
神
、
蛭
子
神 

天
照
大
神
は
、
日
本
神
話
に

登
場
す
る
神
（
人
格
神
）
で
あ

る
。
『
延
喜
式
』
で
は
自
然
神

と
し
て
神
社
な
ど
に
祀
ら
れ
た

場
合
の
「
天
照
」
は
「
あ
ま
て

る
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
月
讀

尊
（
つ
き
よ
み
の
み
や
）
は
天

照
大
御
神
の
弟
神
で
あ
り
ま
す
。 

蛭
子
神
は
、
古
く
は
海
の
神

と
し
て
豊
漁
や
航
海
安
全
、
交

易
な
ど
に
霊
験
あ
り
と
さ
れ

て
い
た
。
今
日
で
は
商
工
農
業

な
ど
あ
ら
ゆ
る
産
業
繁
栄
の

守
護
神
と
さ
れ
て
い
る
。    

延
喜
式
内
社
で
乙
訓
地
方

で
最
も
古
い
神
社
で
す
。 

酒
解
神
社 

天
王
山
の
頂
上
近
く
に
鎮

座
す
る
。  

元
々
の
祭
神
は
山
崎
神
・
酒
解

神
で
、
出
自
は
不
明
で
あ
る
が

橘
氏
の
先
祖
神
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。 

神
輿
庫 

重
要
文
化
財 

 

本
殿
の
手
前
に
建
つ
神
輿

庫
は
鎌
倉
時
代
の
建
築
で
我

が
国
で
現
存
す
る
最
古
の
「
校

倉
造
」
（
あ
ぜ
く
ら
つ
く
り
）

の
建
物
で
す
。 

 

校
倉
は
切
妻
造
り
本
瓦
葺 

き
で
、
構
造
は
分
厚
い
角
材
を

組
み
上
げ
た
形
の
も
の
で
非

常
に
珍
し
い
建
物
で
す
。 

天
王
山
山
頂 

天
王
山
に
は
南
北
朝
時
代

の
こ
ろ
か
ら
城
（
砦
）
が
築
か

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

城
跡
と
し
て
残
っ
て
い
る

の
は
羽
柴
秀
吉
が
築
い
た
山

崎
城
（
財
寺
城
）
の
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

天
正
十
年
（1582

）
６
月
の

山
崎
合
戦
で
明
智
光
秀
を
破

っ
た
秀
吉
は
織
田
信
長
の
後

継
者
と
し
て
の
存
在
を
天
下

に
知
ら
し
め
る
た
め
、
京
都
の

喉
元
に
あ
た
る
天
王
山
に
城

を
構
え
、
自
ら
の
拠
点
に
し
ま

し
た
。
こ
の
後
、
秀
吉
は
ラ
イ

バ
ル
の
柴
田
勝
家
を
賎
ヶ
岳

で
倒
し
た
の
ち
に
大
阪
城
築

城
を
始
め
、天
正
１２
年（1584

）

に
は
、
こ
の
城
は
戦
に
使
わ
れ

る
こ
と
な
く
取
り
壊
さ
れ
ま

し
た
。 

観
音
寺 

 

観
音
寺
は
、
通
称
山
崎
聖
天

と
呼
ば
れ
る
古
寺
。
山
号
の
妙

音
山
は
地
中
か
ら
現
れ
た
薬

師
如
来
石
像
に
「
妙
音
山
寛
平

法
皇
剏
建
地
（
そ
う
け
ん
ち
）
」

と
彫
っ
て
あ
っ
た
こ
と
に
ち

な
む
。
観
音
寺
の
表
参
道
か
ら

仁
王
門
へ
の
石
段
は
長
い
。 

観
光
寺
院
で
な
い
の
で
、
境
内

は
静
か
。
紅
葉
が
き
れ
い
で
大

き
な
銀
杏
の
木
が
有
り
ま
す
。 

   

駒
札
説
明
に
よ
る
と
、
平
安 

時
代
の
昌
泰
２
年(899)

に
寛

平
法
皇
（
宇
多
天
皇
）
が
護
願

寺
と
し
て
創
建
さ
れ
た
の
が

始
ま
り
。
そ
の
後
、
衰
退
し
た

が
、
江
戸
時
代
初
期
の
延
宝 

９

年(1681)

、
宮
中
に
出
入
り
し

て
い
た

摂
津
国

の
勝
尾

寺
住
僧

の
木
食

以
空(

も

く
じ
き

い
く
う)

上
人
が
住
友
家
、
三
井
家
な
ど

巨
大
豪
商
の
援
助
を
得
て
聖

徳
太
子
の
作
と
伝
え
ら
れ
る

十
一
面
千
手
観
世
音
菩
薩
を

本
尊
と
し
中
興
開
山
さ
れ
た
。    

  

以
降
、
歓
喜
天
（
か
ん
ぎ
て

ん
）
を
祀
り
、
霊
元
、 

東
山
、
中
御
門
天
皇
の
厚
い
帰

依
と
商
売
繁
盛
・
家
運
隆
昌
を

願
う
住
友
家
、
鴻
池
家
、
三
井

家
な
ど
の
信
仰
や
、
京
都
、
堺

な
ど
商
人
の
参
詣
を
得
て
大

い
に
発
展
し
た
。 

こ
う
し
た
こ
と
で
本
尊
の

十
一
面
千
手
観
音
菩
薩
よ
り

も
歓
喜
天
の
信
仰
で
賑
わ
い
、

〝
山
崎
の
聖
天
さ
ん
〞
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

大
山
崎
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド

の
藤
本
剛
資
さ
ん
に
は
ご
案

内
と
ご
説
明
を
長
時
間
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
Ｓ
・
Ｏ 

12度行事予定 
保険・衛生・健康を考えるまち：城東町" 

月 日：平成20年12月18日（木）  
場 所：高槻市城東町 高槻市保健所 １３：３０ 
   阪急高槻市駅 高槻市営バス乗り場④ １３：００集合  
順 路：高槻市駅→城東町』下車→保健所→保健センター 
そ の 他：①一般参加者歓迎  
②保健所・保健センターでは係りの方に説明して頂きます 

1月度行事予定 
 “寺内町として栄えたまち富田 " 

月 日:平成21年1月22日（木）  
集合場所:阪急富田駅南出口 13:00集合（改札を出て階段上） 
順 路:阪急富田駅→教行寺→本照寺→三輪神社 

→新年親睦会場→阪急富田駅 
そ の 他:①三輪神社では宮司さんにお話をして頂きます。 

②拝殿で参拝します。  
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わ
が
ま
ち
紹
介 

天
下
分
け
目
の
天
王
山
：
大
山
崎  


